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ご使用前に必ずお読み下さい 

 

 

製品を使用する前に以下のことを確認して下さい。 
 

１．流量計には製造番号が表示されています。 

ＶＳ６０１シリーズで製品が複数になる場合、各メータの製造番号末尾に個別記号が設定されます。又、計器が付

属される場合、個別記号が各計器との組み合わせとなります。各計器には入力データ表が添付されていますのでご

確認下さい｡ 

 

２．流量計には流量測定範囲があります。 

ＶＳ６０１シリーズの流量測定範囲は、型式により異なりますので製造ラベルで確認して下さい。  

出力信号の確認を行う目的で、圧縮空気等で流量計を動作させないで下さい。また、洗浄を行う場合や、試運転時

に最大流量値より過大に流すと不良の原因になります。 

 

３．流量計には使用温度に制限があります。 

ＶＳ６０１シリーズの流体温度は標準で０～８０℃、高温仕様の場合－４０～１５０℃で使用可能です。 

 

４．流量計には使用圧力に制限があります。 

ＶＳ６０１シリーズの使用圧力範囲は２０ＭＰａ。 

 

５．流量計はきれいな流体を計測します。 

ＶＳ６０１シリーズの入り口側には本取説に指定されたフィルター（最低でも５０ミクロン以上）を必ず取り付け

て下さい。計測ギアーにＳＳを使用していますので水分のある流体は流さないで下さい。 

 

６．流量計の取り付け規格 

   ＶＳ６０１シリーズの取り付けネジ規格はＧです。平面ザグリの寸法が日本の規格と異なりますので本取説で確認

して下さい。本体がアルミですので過度に締め付けると本体が変形して不具合の原因になります。又、本体に配管

振動が伝わらない様に固定して下さい。 

 

７．衝撃に注意して下さい。 

ＶＳ６０１シリーズで計測する場合、流量、温度、圧力などの急激な変化は機械的な不具合を発生しますので行わ

ないで下さい。出力コネクターがプラスチックで出来ていますので、落としたり、叩いたり、台代わりに乗ったり

しないで下さい。又、配線に余裕が無いと不具合の原因になりますので注意して下さい。 

 

８．供給電源に注意して下さい。 

ＶＳ６０１シリーズへの供給電源は１０～３０ＶＤＣです。また、プリアンプへの供給電源は動力電源と分けて制

御用電源を使用し、リレーなど誘導負荷の発生する部品との共有を避けて下さい。出来ればノイズ・フィルターを

使用し、電源からのノイズ進入を避けて下さい。 

 

９．出力信号 

    ＶＳ６０１シリーズの出力信号はＮＰＮ型の電圧出力タイプです。内蔵プリアンプのプルアップ抵抗が２２ｋΩ、

保護抵抗が４４０Ωですのでシンク電流として使用される場合は注意して下さい。 

 

１０．使用する前に取扱説明書をよく読んで下さい。 

装置メーカー、ユーザーに出荷する際は必ずこの取扱説明書、及び計器の入力データ表をコピーしてお渡し下さい。 
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１．慨 要   
ＶＳ６０１シリーズ流量計は、液体の流量計測を目的に設計された容積式流量計です。流量計内部にある２つの円

形ギアーで計測し、コネクターと一体になったアンプ・モジュールに組み込まれている回転検出磁気センサーがギ

アの動きをパルスとして出力します。 

 

２．仕 様 
 

適 応 流 体 粘性流体  ： ボールベアリング 仕様 最大２０００ｍＰａ・ｓｅｃ（圧力損失以下で使用）

高粘度流体 ： スリーブベアリング仕様 最大圧損以下で使用可能 

型  式 標 準 計 測 範 囲 1 / K･FACTOR 圧力損失(21mPa･s)

ＶＳ６０１－００４ ０．０５～  ４ ＬＰＭ ０．０４ ｍＬ／Ｐ 約０．２ＭＰａ 

ＶＳ６０１－ ０１ ０．１ ～ １０ ＬＰＭ ０．１  ｍＬ／Ｐ  約０．２ＭＰａ 

ＶＳ６０１－ ０４ ０．２ ～ ３０ ＬＰＭ ０．４  ｍＬ／Ｐ 約０．４ＭＰａ 

ＶＳ６０１－  ２ ０．５ ～ ７０ ＬＰＭ ２．０  ｍＬ／Ｐ  約０．３ＭＰａ 

流 量 範 囲 

K･FACTOR 

圧 力 損 失 

ＶＳ６０１－  ４ ３．０ ～１５０ ＬＰＭ ４．０  ｍＬ／Ｐ 約０．３ＭＰａ 

精 度 ±２．０ ％  ： ２０ｍＰａ・ｓｅｃ以上 （ＶＳ６０１－００４～ＶＳ６０１－２） 

±３．０ ％  ： ２０ｍＰａ・ｓｅｃ以上 （ＶＳ６０１－４） 

使 用 圧 力 ２０ ＭＰａ 

使 用 温 度  ０～＋８０ ℃： 周囲温度は常温とする （高温オプション：－４０～１５０℃） 

型 式 口 径 ベアリング フィルターサイズ 重  量 

ＶＳ６０１－００４ Ｇ １／４" ボール ２０ μm ０．６２ｋｇ 

ＶＳ６０１－ ０１ Ｇ ３／８" ボール ２０ μm ０．７０ｋｇ 

ＶＳ６０１－ ０４ Ｇ １／２" ボール ５０ μm １．５０ｋｇ 

ＶＳ６０１－  ２ Ｇ ３／４" スリーブ ５０ μm １．７０ｋｇ 

接 続 

フィルター 

重 量 

ＶＳ６０１－  ４ Ｇ   １" ボール／スリーブ １００μm ５．２４ｋｇ 

本体     ： アルミニウム 

ギアー    ： ００４～０４  １．４１２２ （ＳＵＳ４３０シリーズ） 

   ２    ～  ４  ＧＧＧ４０  （ＳＳ４００相当） 

シャフト   ： ＳＵＳ３０４ 

スリーブ   ： ＶＳ６０１－２ ＤＵベアリング （ＢＳ＋） 

         ＶＳ６０１－４ ＢＳ 

ボール     ： ＳＵＳ４４０Ｃ 

材 質 

Ｏ－リング  ：  標準 ＦＰＭ （オプション ＮＢＲ、ＰＴＦＥ，ＥＰＤＭ） 

供 給 電 源 １０～３０ＶＤＣ （消費電流 １８ｍＡ以下／２４ＶＤＣ） 

出 力 特 性 ＮＰＮ （プルアップ抵抗：２２ｋΩ、電流保護抵抗：４４２Ω） 

プ ラ グ 規格    ： ＤＩＮ ＥＮ １７５３０１－８０３－Ａ以下 

コネクター ： ＰＧ９  

ケーブル  ： 外径 φ６～８ 、 ワイヤーゲージ １．５ｍｍ２以下 

材質    ： ＰＡ６（ＵＬ９４ＨＢ）、ＮＢＲシール 

環境等級  ： ＩＰ６５（コネクションプラグ） 
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３．取り付け方法 
流量計の取付は水平配管で出力コネクターが上になるようにして下さい。配管の継ぎ手はＧ規格になっています。

継ぎ手配管はＯリングシールで行うか、或いはシール付きの金属パッキンで配管して下さい。配管を閉め込むとき、

出力コネクターに当たらないように気を付けて下さい。又、本体がアルミですので過度に締め付けると本体が変形

して不具合の原因になりますので注意して下さい。入り口側には、必ずフィルターを設置し、ギアの歯を傷つけな

いようにして下さい。 

流量計にエアー溜まりが起きない様に、又、出口側が解放にならないように配管を設計して下さい。又、電磁弁、

ポンプ等からなるべく離して（２０ｃｍ以上）設置し、電磁波の影響を受けないようにして下さい。 

 

４．機器への接続方法 
ＶＳ６０１シリーズへの供給電源は動力電源と分けて制御用電源を使用して下さい｡ 出来ればノイズ・フィルター

を使用し、電源からのノイズ進入を避けて下さい。又、ソレノイドやリレーなど誘導負荷を発生する部品とは供給

電源を共用しないで下さい。 

 

４．１ 本体の配線仕様 
プリアンプの出力はオープン・コレクターですがプルアップ抵抗が内蔵されていますので電圧パルスとしても使用

できます。信号線を引き回しする場合、電磁誘導の強いケーブルと平行に配線しますと不具合の原因となりますの

で行わないで下さい。延長に使用するケーブルは、シールド付きの 0.3mm2以上で中継接続を極力少なくして下さい。

また、シールド線はグランドと共通にし、１点アースを取るようにして下さい。 

 

 ＦＣ６０１シリーズ ＮＰＮ出力タイプ 

信 号 名 内部ピン番号 ケーブル色 マークチューブ 内    容 

供給電源 １ 赤色 +10～30V 供給電源 

出力信号 ２ 白色 SIG オープン・コレクター出力 

グランド ３ 黒色 GND グランド 

シールド オープン 緑収縮  グランド、F.GND に接続して下さい

 

   内部回路図                  コネクター部 

 

４．２ 入力計器 
ＶＳ６０１には流量係数が明示されていますので、その数値に従って計器を設定して下さい。弊社で同時に計器を

購入された場合は、計器の設定、調整は行われていますので配線を行うだけで使用できます。計器に対する入力デ

ータ表が添付されていますので成績表と共に保管しておいて下さい。 

この製品の標準パルス出力値は製品データの平均値です。正確な数値が必要な場合は合わせ込みを行って下さい。

オプションとして弊社にてオイル・ベースの校正を承っております。 

I

22KΩ

Imax=10mA

1

2

3
440Ω

G N D

+ 1 0～ 3 0 V D C

P U L S E O U T

3

21

ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ内径φ6.5

I S O 4 4 0 0

D I N 4 3 6 5 0
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５．運転上の注意 
出力信号の確認を行う目的で、圧縮空気等でＶＳ６０１ギア･メータを動作させないで下さい。また、洗浄を行う場

合や、試運転時に最大流量値より過大に流すと不具合の原因になりますので絶対に行わないで下さい。 

 

６．分解､点検及び洗浄方法 
通常､分解をする必要はありませんが､性能が落ちたり､出力信号が出ない場合、配管からはずして内部を出入り口か

ら検査して下さい｡もし､動きがスムーズでない場合､以下の様な手順で分解､点検を行って下さい。又、むやみに分

解すると不具合の原因になりますので､分解する場合は弊社に連絡して下さい｡ 

   

   □ ＶＳ６０１－２の分解例 □ 

      １）本体を組み立ててある①組み付けボルトを取り除きます｡ 

   ２）上部の⑧カバーを外します｡                               １０：メスコネクター 

     ⑤ギアの上下に④ベアリングカバーがありますので無くさな                 ９：検出センサー 

いようにして下さい｡                                   ８：カバー 

   ３）⑤ギアの状態を確認し、ギアの歯を傷つけないように動かし                 ７：Ｏ－リング 

て下さい。もし、動きが堅い場合は予想される原因を添えて                ６：ベアリング 

弊社に返品して下さい｡                                 ５：ギアー 

      汚れている場合は､溶剤で洗浄してください。                       ４：ベアリングカバー 

   ４）再組立は､分解した方法を逆にたどって下さい｡                      ３：シャフト 

         ボルト締めを行う場合は､均等に行って下さい｡                      ２：ハウジング 

                                                       １：組み付けボルト 

 

 

 

 

 

７．トラブル発生時の対処 
     試運転、或いは設置後、表示器がゼロのまま変化がない場合、又、パルス出力付き流量計からの出力がされない場

合、下記の項目を確認して下さい。 

ト ラ ブ ル 確 認 項 目 想 定 さ れ る 原 因 、及 び 処 理 方 法 

検出部の確認 検出部を本体から取り出し、検出部の先端に対してドライ

バーなどの磁化する金属を直角方向に振り、表示が変化す

るか確認して下さい。 

内 部 の 確 認 流体が流れているにもかかわらず流量計出力がされない

場合、ローター部への異物混入による回転不良が考えられ

ます。配管から流量計を取り外し出入口部分から内部を確

認し、ギアの動きがスムーズでない場合は、弊社に連絡し

て下さい。 

汚れがひどい場合、溶剤などで内部を洗浄するか、真鍮の

ブラシで磨いてローターがスムーズに回るようにして下

さい。 

出 力 が 出 な い

流 量 の 確 認 配管上の回路の確認、及び流量計の計測範囲での最低流量

以上流れているか確認して下さい。 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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流体粘度の確

認 

この流量計の使用粘度範囲は最大２０００ｍＰａ・ｓｅｃ

です。 

粘度が高いと機械的な不具合が発生する場合があります。

粘度が高いときは流量計前後の差圧が定格以下であること

を確認して下さい。 

供給電源の確

認 

センサーのプリアンプに供給する電源電圧を確認して下さ

い。 

出 力 が 出 な い

計器との接続 弊社にて同時に計器を納入している場合は、計器接続部の

Ｙ端子に計器の端子番号のマークチューブが明記されて

いますので番号に従って接続されているか確認して下さ

い。 

計器の確認方法は、計器の取扱説明書を参考にして下さ

い。流量計のみ購入されている場合は、この取扱説明書の

接続例を参考に再確認して下さい。 

出 力 が 不 安 定 電磁波の影響

 

流量計は磁力を検出しています。ポンプ、電磁弁、ヒータ

ーなどの磁界を発生する部品からなるべく離して取り付

けて下さい。（２００ｍｍ以上）又、遠隔計器と接続をし

ている場合、出力信号線のシールドを計器のグランドに接

続して下さい。それでも影響を受けている場合は、そのグ

ランドを計装盤のアースに落として下さい。 

 

８．外観図 
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９．高温用オプション（耐温：－４０～＋１５０℃／ＰＮＰ電圧出力タイプ） 
組み付け図                  出力コネクター 

 

 

                                  

 

 

 

１ ： １０～３０ＶＤＣ(茶色) 

                                  ２ ： ＳＩＧ（白色） 

                                  ３ ： ＧＮＤ（青色） 

                                  ４ ： Ｎ／Ｃ 
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 日本フローコントロール株式会社 

 

□ 本 社 〒101-0022 東 京 都 千 代 田 区 神 田 練 塀 町   ６ ８ － ３ TEL.03(5209)3393 FAX.03(5256)8838

□ 大 阪 営 業 所 〒530-0047 大阪市北区西天満 6-2-11 梅ヶ枝町ﾊﾟｰｸﾋﾞﾙ TEL.06(6361)3241 FAX.06(6361)3323

□ 名古屋営業所 〒460-0003 名古屋市中区錦 1 - 7 - 3 4 ｽ ﾃ ｰ ｼ ﾞ錦Ｉ  2 F TEL.052(212)4346 FAX.052(212)4348

□ 福 岡 営 業 所 〒812-0016 福岡市博多区博多駅南 1-3-8 博多ﾊﾟｰﾙﾋﾞﾙ TEL.092(432)1170 FAX.092(432)1171

□ 仙 台 営 業 所 〒980-0803 仙台市青葉区国分町 3-11-5 日宝勾当台西ﾋﾞﾙ TEL.022(212)5351 FAX.022(212)5352 

 


